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報道関係者各位　　　　　　　　　　　　九州大学大学院工学研究院附属環境工学研究教育センター

『第23回海辺の教室 in福岡・宗像』

親子ビーチコーミング教室～”砂浜の宝さがし”で自由研究～を開催しました！

2023年8月18日(金)　【海の道むなかた館】

九州大学大学院工学研究院附属環境工学研究教育センターは、多世代を対象とした海辺でのレクリエーションの活

性化を目標に、2023年8月18日(金)、海の道むなかた館、北斗の水くみ海浜公園にて『第23回海辺の教室 in福岡・

宗像』親子ビーチコーミング教室～”砂浜の宝さがし”で自由研究～を開催いたしました。

開催地である宗像市は、海の再生事業に取り組みながら、近年の急激な海の変化への提言や情報を国内外に発

信するため毎年秋に宗像国際環境会議（https://www.munakata-eco.jp/）を開催しています。九州大学うみつなぎ

統括プロデューサーである清野聡子（九州大学工学研究院准教授）も宗像国際環境会議実行委員会の一員として、

宗像市と協働してこれまでいくつもの調査や環境プログラムを展開してきました。

本催事は、宗像市が運営する”むなかた子ども大学”の夏の課外授業の一環であり、夏休みを迎え海への関心が高

まるなか、子供を持つご家族にビーチコーミングを通して新たな海辺の楽しみ方を提案するものです。

2023年7月21日の第21回海辺の教室に引き続き、宗像で2回目の夏休み子どもイベントとなります。

このイベントは、次世代へ豊かで美しい海を引き継ぐために、海を介して人と人とがつながる“日本財団「海と日本プ

ロジェクト」”の一環です。

https://www.munakata-eco.jp/


　イベント概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・開催概要　：　宗像市が運営する”むなかた子ども大学”の夏の課外授業の一環として、九州大学うみつな　　　　　　

　　ぎが協働し、親子でビーチコーミング（海辺の宝さがし）を楽しみ、拾ったものを標本へ　　　　　　　　と作り上げて

いく体験教室

・日　　程　：　2023年8月18日(金)　13時～17時

・開催場所　：　海の道むなかた館（ビーチコーミング：北斗の水くみ海浜公園）

・参加人数　：　子ども10名、保護者7名　合計17名

・講　　師　：　清野聡子（九州大学准教授・九州大学うみつなぎ統括プロデューサー）

・共　　催　：　むなかた子ども大学（https://munakata-kids-unv.jp/）

　　　　　　　　海の道むなかた館（https://searoad.city.munakata.lg.jp/index.html）

大雨の後のビーチコーミング！珍しい発見が　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

福岡では7月下旬から8月上旬にかけて強い雨が続き、さつき松原海岸には河川から流れ出た葦などが海岸に多く

流れ着いていました。葦の塊を丁寧に広げていくと様々なものが見つかります。参加者たちはレクチャーをもとに、

棒を拾い上げ、葦をかき分けてはヒシの実やクルミの種、プラスチックごみや釣り具など、それぞれに気になった漂

着物を探し、時には拾ったものを自慢げに見せてくれました。

大雨のおかげもあって、普段ではあまり拾えない陸に住むキセルガイの貝殻など珍しい発見がありました。

見学「宗像・玄界灘の漂着物の世界展」　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　

さつき松原海岸でのビーチコーミングを終え海の道むなかた館へと場所を移し、「宗像・玄界灘の漂着物の世界展」

～漂着物は海流や風や地形のおかげで海岸にやってくる～の展示を介して九州大学清野准教授が漂着物の解説

を行いました。子どもたちは、展示本の中から今日海岸で拾ったものと同じものを見つけ喜びの声を上げていまし

た。

「宗像・玄界灘の漂着物の世界展」～漂着物は海流や風や地形のおかげで海岸にやってくる～は、10月29日まで

の期間限定で、海の道むなかた館の企画展示スペースで展示を行っていますので、ぜひお立ちより下さい。

https://munakata-kids-unv.jp/
https://searoad.city.munakata.lg.jp/index.html


クラフト体験！海辺の漂着物の標本づくり！　　　　　　　　　　　 　　　　 　　　　　　　　

イベントの最後は、各々に持ち寄った箱を使って漂着物の標本を作りました。

いままで同じように見えていた貝殻も、よく観察をしてみるとそれぞれに違った特徴があることに気が付き驚きの声を

上げていました。貝殻の同定作業は難しい様子でしたが、名前を知ることによって一層愛着を深めていました。ご参

加いただいた保護者の方からは、「これまでビーチクリーンしかしたことがなかったですが、ごみじゃない面白いもの

も落ちているんですね！」と喜びの声をいただきました。

参加した子ども・保護者からの声　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【子どもからの声】

・海外のものがたくさんあっておどろいた。

・探すのが楽しかった。

・ボンドで留めるのが楽しかった。色々な貝や石があることを知った。

・集めるのが楽しかった。また色んな季節にも海に行きたい！

・砂浜で貝をいっぱいひろって作品を作れたのが楽しかった。

・私はとても貝や真珠が好きなので、そういうものを拾ったのが、うれしくて楽しかったです。

・標本づくりをしている時にこんな種類があるんだなと思いました。

・砂浜で自分はもっと海の生物は少ないと思っていたけれど、夏の課外授業で砂岩などの鉱石が知れて良　　かっ



たです。

【保護者からの声】

・子どもと一緒に作品が作れて良かったです。

・子どもが物を集めるのが好きなため楽しめた。

・一つの体験からたくさんの学びや楽しさがあった。

・ず〜っと楽しいが続いた時間でした。海への苦手が減りました。

・子どもと一緒に大変よい体験ができました。

・親子で参加でき、また、年少児も参加でき、家族みんなで参加でき良かったです。

・たくさんの方と息子と海辺の宝物を探して、それが何か一緒に調べることができ、とても楽しいイベント　でした。

・イベント体験だけでなく合間のスタッフさんの話もとても興味深かったです。

・貝を調べることが難しかったです。次は石ころを調べてみたいです。

・宗像の宝である海に関する学びを歩いて探して作って調べて楽しかったです。スタッフの方たちのおかげ　です。

・冬休み、春休みでもビーチコーミングしていただければ、また異なる物を見つけることができると思うの　でイベント

のリクエストを期待しています。

＜団体概要＞

団体名　　 ：九州大学大学院工学研究院附属環境工学研究教育センター

URL ：https://umitsunagi.jp/

活動内容　 ：九州大学うみつなぎは、中高生に対する海洋教育を通じて国際的に活動できる「海の精　　　　　　

　　　鋭」を育成する活動を行っています。日本財団・海と日本プロジェクトの補助事業とし　　　　　　　　　て、九州大

学が主催し、九州を中心とした各学校・関連団体・沿岸地域との協力体制を

　　　　　　　　築きつつあります。「海の総合知」を目指し、特に海洋ごみ問題に積極的に携わり、地域

　　　　　　　　から国内、国際をつなげています。磯焼け、漂着生物、海洋地形もテーマです。

日本財団「海と日本プロジェクト」

さまざまなかたちで日本人の暮らしを支え、時に心の安らぎやワクワク、ひらめきを与えてくれる海。そんな海で進行している

環境の悪化などの現状を、子どもたちをはじめ全国の人が「自分ごと」としてとらえ、海を未来へ引き継ぐアクションの輪を広

げていくため、オールジャパンで推進するプロジェクトです。

https://uminohi.jp/

https://umitsunagi.jp/
https://uminohi.jp/


＜お問い合わせ先＞

団体名：九州大学大学院工学研究院附属環境工学研究教育センター　　　担当者：木下・清野

電話番号：092-802-3437　　メールアドレス：contact@umitsunagi.jp


